
テーマ「認定、それは中小企業の発展に力を与える」
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『廃食用油のSAF原料等への新たなリサイ
クルに関する取組とJAS制度の活用』

発表者
全国油脂事業協同組合連合会 事務局長 塩見正人



本日のアジェンダ
•全油連について
•廃食用油リサイクルについて
•廃食用油リサイクルの現状
•なぜ、認定なのか
• JAS制定への取組
• JAS制定後の展望
•全油連による認定拡大の販路戦略
•実際の認定取得事業者による現状報告



全油連について



廃食用油リサイクルについて



廃食用油リサイクルの現状
UCオイルの利用用途の割合の推移



なぜ、認定なのか



JAS制定への取組

全油連全国研修会農
林水産省基準認証室
「JAS制度について」より
抜粋



JAS制定後の展望



全油連による認定拡大の販路戦略



実際の認定取得事業者による現状報告

• JAS0028についてはFAMIC様のYouTubeチャンネルで簡潔にご説明していただいております。
タイトル「廃食用油のリサイクル工程管理JASが誕生しました」

https://youtu.be/LTbpR-6EWsQ?si=VfPwzzpTRcEcwlsx

2025年10月現在のJAS0028取得状況

認証取得 2社
取得申請中 1社
※全て全油連加盟事業者

認証登録機関 公益財団法人日本食品油脂検査協会HP「JAS認証事業者一覧」より



ＪＡＳ００２８の導入
における期待と課題

2025年10月3日
小寺油脂株式会社

原田 勇志



１．ＪＡＳ取得の目的
２．ＪＡＳ取得への課題
３．ＪＡＳ００２８への期待



（１）現状
・廃食用油はカーボンニュートラルの考えにより、
近年、急速に需要が増加している。
・このため廃食用油を取り扱う業者が増加した。

（２）ルール
・新規業者の参入は、ルールを無視した回収業者
の増加にも繋がった。
・早急なルール作りが必要となっている。

（３）目的
・トレーサビリティの見える化により他社との差別化を図る。
・ユーザーへ安全・安心にして使用して頂ける製品を提供すること。

１．JAS取得の目的



（１）業界への浸透
新しい規定のため、業界内外ともに浸透していない。

（２）供給力不足
・急速な需要増加によりタイトな状況である。
・数量が制限されるＪＡＳはユーザーにとって過度な規
定と捉えられる可能性がある。

（３）付加価値
・タイトな状況のため、付加価値を反映できない。

２．JAS取得への課題



（１）安全性の確保
・外部認証により一層の安全と安心を提供できる。

（２）差別化
・高度な管理が行われた製品により、他との差別化
が出来、ユーザーの満足度を向上させる。

（３）業界の意識向上
・高度な管理により、廃棄物処理から製品製造へと
意識改革ができる。

３．JAS００２８への期待

以上、実際に認証に取り組む企業からのご報告とさせて
いただきます。

ご清聴、ありがとうございました。

小寺油脂株式会社



ご清聴ありがとうございました。
ご参加の皆様の今後の展開への一助になれば幸いです。

全国油脂事業協同組合連合会
https://zenyuren.or.jp/


